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地域緑の りくづち

第九緑の会【５か年の取組み】

●地区面積：約10ｈａ　●人口：約1,100人　
●住所：旭区上白根二丁目・三丁目の一部

事業に取り組むきっかけ・背景 取組みの概要

白根台第九自治会が活動方針の一つとして掲げていた、「き
れいで安全・安心なまちづくり」をより推進するチャンスとし
て、地域の緑化に取り組むことにしました。第九緑の会を発足
するにあたり、自治会全員に賛否確認を行った結果、回収率
が92％、全員が賛成（反対ゼロ）、運営委員の募集に対し、30
名もの方が手を挙げて、活動を始めました。

※地区のインタビューのコメントから抜粋

町の住民みんなが、協力して花や緑を育てることで、地域住
民相互の”きずな”を深めます。
①沿道よう壁の緑化・美化及び主要な出入口空間の緑化
②ハナミズキが植えられたメインストリートの緑化
③メインストリートに面した民有地の沿道緑化の推進

「”きずな”の緑環境づくり」

白根台第九地区の振り返りについて

横浜市環境創造局みどりアップ推進課 ks-ryoka@city.yokohama.jp045（671）3447　　　045（224）6627TEL FAX URL

●民有地緑化：沿道の緑化として宅地延べ約150件の整備を実
　施し、継続的な維持管理のための雨水タンクや、花苗育苗施
　設の整備等を実施
●活動支援：地区内の花壇への花苗の植替え活動、ハンギング
　バスケットの技術研修や維持管理研修、挿し芽や種から育苗
　するための研修、広報誌の発行等を実施
●公共施設緑化：上白根小学校のよう壁緑化、メインストリート
　の花壇化と高木（ハナミズキ）・低木（サツキ）の補植、地区南
　側階段部でプランターによる緑化を実施

　様々な場所で緑化整備を行った結果、「外から町にもどってくると、どこかを見れ
ば、花や緑があって、ホッとするし、誇らしく感じるようになった。」という声や、「当
初花に関心がなかったが、周りに花や緑が増えることで、街がだんだんきれい
になっていくことが実感できた。」という声が挙がりました。
　緑や花によるまちの美観向上への効果が発揮されたとともに、このような活動を継
続することで、各家で楽しむものであった内向きの花や緑が、外向きに変わり、そのこと
で、白根台第九地区の“わ”が一層大きくなりました。

5か年の取組みを振り返って…5か年の取組みを振り返って…

5か年の主な取組み実績5か年の主な取組み実績

誇らしく感じる
“自分の街”に

これまでの活動で、
こんな緑のまちづくりの成果がありました。
延べ約150件の緑化整備を実施
ハンギングバスケットの設置や、宅地の沿道部分の緑化を行った結
果、延べ約150件の整備を実施するなど、地区全体で緑化が進みま
した。このように地域全体で緑化が前進したのは、自治会の活動と
のタイアップや、年2回の広報誌を発行し、成果を共有することで、
多くの人々が興味をもち、「実際に整備された場所を見て、その内容
や費用が口コミで広がった」ことが、大きな要因となりました。

継続的な活動を続けるために
必要な水や花苗等の費用軽減を目的に、雨水タンクを設置したり、
種から花苗を育てる施設を整備するなども行いました。
また、会の定例会を毎月1回開催し、会員がそれぞれの役割を担い
ながら、計画の進ちょく状況や成果を確認・共有しています。お互い
の役割を担うことで、責任感が生まれ、それぞれの提案を受け入れ
る体制づくりにもつながりました。また、設置したハンギングバス
ケットの育成や植え方の研修の実施や、種から花苗を育てる施設の
利用研修など、今後の維持管理に向けた研修などを実施し、緑化技
術の習得を目指しました。

お問合せ

▲民有地の沿道緑化整備

平成

23-27
年度

協定締結期間

ファミリー会館

▲ハンギングバスケットによる緑化 ▲ハンギングバスケット講習会の様子

助成金額合計：21,114千円

白根台
第九地区は
ココ！
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